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学校現場は教職員の熱意と努力、保護者や地域の皆様の御理解と御協力により、日々運営されています。
一方、教職員の長時間勤務の深刻な実態があり、このままの状況が続くと、教職員が心身の健康を損ない、
子どもたちと真摯に向き合うことができなくなったり、教職員を志望する人材の確保が困難になったりする
ことも予測されます。

■勤務時間外（夜間）の電話
対応

教職員の勤務時間外のうち、特
に夜間については、留守番電話や
自動応答による対応を推奨します
ので、御理解をお願いいたします。
併せて、緊急を要さない相談など
については、教職員の勤務時間内
の連絡に御協力ください。

■定例的な家庭訪問

特に小・中・義務教育学校など
で実施されている定例的な家庭訪
問については、保護者・教職員双
方の負担軽減を鑑み、学校来校や
オンラインでの面談の実施を推奨
しますので、御理解をお願いいた
します。児童生徒の安全に関わる
ことなど、必要な家庭訪問につい
ては、引き続き実施し、家庭と連
携してまいります。

■学校への協力依頼

学校にはイベント参加や案内配
布、出前授業の実施など、様々な
協力依頼が届きます。関係団体の
皆様には依頼内容の精選、配布方
法のデジタル化など、簡素化につ
いて検討をお願いいたします。

■夏休みの水泳指導・プール
開放

夏季の高温日が多くなった状況
や家庭環境の変化を踏まえ、教育
委員会と協議し、夏休み中の水泳
指導やプール開放の実施を見直す
ことに御理解をお願いいたします。
児童の登下校にかかる安全確保・
健康管理の面での保護者の負担や、
教職員の負担を軽減することがで
きます。

■作品募集
（学校におけるとりまとめ）

学校には様々な団体から出品募
集が届きます。学校単位で出品す
る作品の精選やとりまとめを縮減
することで、特に長期休業明けの
業務を削減します。関係団体の皆
様には募集方法の見直し、保護者
の皆様には、内容によって個人で
の出品検討をお願いいたします。

■教育研究団体の運営

教職員が携わる会議の運営や発
行物編集作業などの縮減、オンラ
イン会議の活用、県内外の研究大
会への参加の在り方など、教育研
究団体の皆様には運営について更
なる工夫、改善に御理解をお願い
いたします。

部活動運営（地域移行や教職員の負担軽減に向けた部活動運営など）については、「群馬県部活動運営の在り方
検討委員会」より令和５年２月に提言が発出される予定です。御理解御協力のほどよろしくお願いいたします。

■欠席連絡
(アンケートフォームの利用)

欠席連絡については、指定され
たURLやQRコードによるアンケー
トフォームの活用を推奨しますの
で、御理解をお願いいたします。
保護者の方は、決まった時間で電
話連絡をする必要がなくなり、教
職員は、複数が出欠の情報を瞬時
に共有でき、余裕をもって児童生
徒を迎えることができます。

■学校からのアンケート調査、
配布物のデジタル化

行事の出欠確認や各種アンケー
トなどは指定されたURLやQRコー
ドによるアンケートフォームの活
用を推奨します。児童生徒を経由
した紙面によるやりとりや担任の
集約作業がなくなり、確実かつ容
易に結果を集約することができま
す。また、学級通信などの配布物
もデジタル化を推奨します。

■PTA総会の運営やPTAの議
決（ZoomやGoogle Forms
などの利用）

ＰＴＡ活動にＩＣＴ活用を推奨
します。オンライン会議の実施や、
アンケートフォーム、メールソフ
トによる回答により、集計の負担
を軽減し、確実かつ容易に結果を
集約することができます。

■ＰＴＡ行事

現在ＰＴＡ活動の見直しが行わ
れていますが、社会状況の変化を
踏まえた組織の在り方や、行事の
精選の検討について推奨します。
特に、休日に行われている懇親行
事などの保護者や教職員の参加に
ついては十分御配慮をお願いいた
します。

■学校単位で参加する地域行
事への参加

現在、コミュニティ・スクール
への移行や地域学校協働活動の推
進が行われていますが、地域行事
に子どもたちが参加する意義を大
切にしつつ、特に、休日の保護者
や教職員の参加については十分御
配慮をお願いいたします。

■卒業式などの式典、マラソ
ン大会や運動会などの学校行
事

式典・行事の目的や意義を踏ま
えて、時間短縮や内容、招待者の
精選を推奨し、児童生徒や保護者、
教職員の負担の軽減を図ることに
御理解をお願いいたします。

そこで、学校の様々な行事や業務について、社会状況を踏まえた教育的意義と教職員の負担感を考慮して、
「廃止・縮小・ICT化」に取り組むべき学校行事や業務などについて、協議会として以下の通り提言を行いま
す。よりわかる授業づくりや子どもたちが生き生きと生活できるための学級経営など、教員でしかできない
業務に専念する時間を優先的に確保し、より時間と心に余裕をもって一人一人の子どもとしっかり向き合う
ことで教育の質を高め、豊かな学びを届けることを目指し、学校や教育委員会は教職員の多忙化解消に取り
組んでまいります。
本提言の実現に向け、保護者の皆様・地域の皆様・関係団体の皆様の御理解と御協力をいただけますよう

お願いいたします。


